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「 対策の差 」が 「 被害の差 」「 対策の差 」が 「 被害の差 」

日時
水

会場
小矢部市商工会館
３階 （小矢部市八和町5-15）

18:30-20:30

講師

野口 正人氏
（一社）REviveJapan 代表理事
防災士/防災・減災アドバイザー
災害ボランティア養成アドバイザー

　明日起きるかもしれない大規模災害などに備え、

防災・減災に取り組みましょう。

   特に最近は、自然災害に巻き込まれる可能性が高

く備えが不可欠です。今回は、東日本大震災など各

地の災害支援活動の経験を持つ防災士、防災・減災

アドバイザーを講師に迎え、防災・減災アイディア

とBCP策定についてお聞きします。

主催・お問い合わせ 小矢部市商工会　　☎0766-67-0756
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令和7年度　伴走型小規模事業者支援推進事業

＜申込書＞　電話(67-0756）ＱＲコード(右)、またはFAX(67-6353)にてお申し込み下さい。
　　　　　　※ご記入いただいた情報は、各種連絡・情報提供のために利用するほか、支援業務を円滑に進めるために利用させていただきます。
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　事業継続力強化計画(BCP計画等)を策定していたこと、平時からの備えが
早期再建につながったこと、計画だけではダメだったという反省点など、被
災企業の復旧対応の事例集です。
　計画済みの会社でも、更新を迎える際に想定外の新たな災害リスクに直面
していたり、他社の事例が気づきになることもあります。
何度でも確認し、社内で共有し、訓練することが大切です。

　どんな会社でも多くのリスクにさらされています。
　中部経済産業局のヒアリングによれば、能登半島地震の際に
は、「災害前に自社の状況を把握していたおかげで被害を最小
限にできた」「安否確認手段を準備しておいて役立った」とい
う声が寄せられています。
　事業継続力強化計画（通称ジギョケイ）は、防災・減災に取
り組む会社などがその対策をまとめたもので、地震や洪水、土
砂災害や感染症などの具体的な危険性を想定し、効果的で実効
性のある備えを計画し事業継続力を高めます。計画を国に申請
して認定を受けた事業者には、低利融資などの金融支援や、補
助金申請時の優先採択などの支援措置があります。

BCPはじめの一歩
✔︎  被 害 に あ っ た ら ど う し よ う …

✔︎  ど ん な 準 備 が 必 要 ？

✔︎ 「 事 業 継 続 力 」 を 強 化 す る と は ？

✔︎   被 災 時 に 利 用 で き る 補 助 金 は あ る ？

　大災害は必ず起きます！地球温暖化の影響で災害は頻発しています。

BCP(事業継続計画)とは、会社などが自然災害などの緊急事態に遭遇した場合に、損害
を最小限にとどめつつ、事業の継続や早期復旧を可能とするための方法や手段を取り決
めておく計画のことです。

～中部経済産業局サイト～　能登地震被災16社の復旧事例紹介
被災企業から学ぶステップアップガイド

 サ イ ト の Q R コ ー ド は こ ち ら →

ま ず は災害危険度を
チ ェ ッ ク ！

商工会の
計画作成支援が

受けられます


